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異
国
船
が
来
航
し
た
時
に
は
オ
ラ

ン
ダ
通
詞
た
ち
が
と
り
あ
え
ず
は
対

応
す
る
の
だ
が
、
最
初
に
通
詞
た
ち

が
異
国
船
に
接
触
で
き
な
い
こ
と
は

ま
ま
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
外

国
語
が
わ
か
ら
な
い
者
た
ち
の
た
め

の
補
助
的
な
手
段
と
し
て
、
外
国
語

で
書
か
れ
た
「
書
付
」
が
用
い
ら
れ

た
。
こ
れ
は
「
横
文
字
書
付
」
あ
る

い
は
「
横
文
字
諭
書
」
な
ど
と
い
わ

れ
、
そ
の
名
の
通
り
外
国
語
で
書
か

れ
、
停
船
な
ど
日
本
側
か
ら
の
当
面

の
指
示
を
異
国
船
側
に
示
す
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
付
が
浦
賀

で
最
初
に
作
ら
れ
た
の
が
、
文
政
元

年
（
一
八
一
八
年
）
に
ブ
ラ
ザ
ー
ス

号
が
来
航
し
た
翌
年
で
あ
る
こ
と
が

『
神
奈
川
県
史
』
に
所
収
さ
れ
て
い

る
「
会
津
外
史
」
か
ら
わ
か
る
。
ブ

ラ
ザ
ー
ス
号
来
航
時
に
は
通
詞
が
江

戸
か
ら
到
着
す
る
ま
で
四
日
程
度
か

か
っ
て
お
り
、
通
詞
が
到
着
す
る
ま

で
は
停
船
の
指
示
も
含
め
て
意
志
疎

通
は
ほ
ぼ
す
べ
て
身
振
り
手
振
り
で

行
わ
れ
た
。
と
に
も
か
く
に
も
異
国

船
を
江
戸
に
接
近
さ
せ
な
い
よ
う
停

船
を
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
た
め
、
当
時
海
防
担
当
藩
だ
っ

た
会
津
藩
と
白
河
藩
で
異
国
船
に
指

示
を
伝
え
る
手
段
が
議
論
さ
れ
、
そ

の
結
果
こ
の
書
付
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
書
付
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
年
）
の
サ
ラ

セ
ン
号
来
航
時
に
警
備
を
し
て
い
た

白
河
藩
士
南
條
宗
経
の
記
録
『
総
州

平
夷
山
出
張
中
日
記
』
に
よ
り
確
認

で
き
る
。
こ
の
記
録
で
は
「
横
文
字

書
付
」
等
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

単
に
「
書
簡
」
と
あ
っ
て
「
是
ハ
異

国
舟
の
者
へ
遣
し
舟
を
留
さ
す
る
文

也
、
漢
文
和
文
蘭
文
等
あ
り
、
舟
の

品
に
よ
り
相
渡
す
も
の
也
、
検
士
御

使
番
持
出
」
と
注
が
つ
け
ら
れ
て
い

て
、
異
国
船
を
停
船
さ
せ
る
た
め
に

あ
る
も
の
で
漢
文
・
和
文
と
オ
ラ
ン

ダ
文
な
ど
が
あ
り
検
士
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
者
が
持
ち
出
す
も
の
で
あ
る

事
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容

は
『
続
通
信
全
覧
』
と
い
う
史
料
集

に
「
我
が
国
の
法
で
は
常
々
来
て
い
な

い
外
国
の
船
は
い
ず
れ
の
所
に
も
着

岸
を
許
し
て
い
な
い
の
で
速
や
か
に

帰
帆
す
る
よ
う
に
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
か
ら
は
停
船
を
求
め
る

意
味
合
い
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
と

は
別
の
書
簡
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

サ
ラ
セ
ン
号
以
降
し
ば
ら
く
異
国

船
は
来
航
せ
ず
、
し
か
も
、
無
二
念

打
払
令
が
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）

に
発
令
さ
れ
、
異
国
船
を
停
船
さ
せ

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
、
こ
の

書
付
は
い
っ
た
ん
幕
府
に
返
却
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
十
三
年
（
一

八
四
二
年
）、
異
国
船
の
対
応
方
針
が

薪
水
給
与
令
に
戻
さ
れ
る
と
ま
た
書

付
の
出
番
が
来
た
。
こ
の
時
の
「
横

文
字
書
付
」
の
内
容
は
、「
一
ノ
印
」

と
「
二
ノ
印
」
が
あ
り
「
一
ノ
印
」

は
船
主
に
対
し
そ
の
場
で
の
停
船
を

求
め
る
も
の
、「
二
ノ
印
」
は
船
籍
や

日
本
に
来
た
用
件
を
書
面
で
提
出
す

る
よ
う
に
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
こ

れ
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
語
版
と
フ
ラ
ン
ス

語
版
が
あ
り
四
枚
一
組
で
浦
賀
奉
行

所
は
も
ち
ろ
ん
、
海
防
担
当
藩
で
あ

る
川
越
藩
・
忍
藩
に
も
配
布
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
年
）

に
海
防
担
当
藩
と
し
て
三
浦
半
島
に

彦
根
藩
、
房
総
半
島
に
会
津
藩
が
追

加
さ
れ
る
と
、
こ
の
二
藩
に
も
や
は

り
配
布
さ
れ
た
。
書
付
は
各
藩
の
台

場
に
配
布
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
印
と
持
ち
場
の
地
名
が
記

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
警
備
担
当

の
配
置
換
え
が
あ
る
と
そ
れ
に
応
じ

て
作
り
替
え
ら
れ
、
使
い
回
す
こ
と

は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。 

こ
う
し
た
書
付
は
、
も
と
は
長
崎

で
異
国
船
に
臨
検
す
る
際
に
使
わ
れ

て
い
た
も
の
で
、
長
崎
で
使
わ
れ
た

書
付
も
オ
ラ
ン
ダ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語

の
二
種
類
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
作
成

を
依
頼
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の

ド
ゥ
ー
フ
（
在
任
一
八
〇
三
～
一
七
）

が
当
時
の
国
際
公
用
語
が
フ
ラ
ン
ス

語
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
「
オ
ラ

ン
ダ
語
が
理
解
で
き
な
く
て
も
フ
ラ

ン
ス
語
で
あ
れ
ば
た
ぶ
ん
通
じ
る
だ

ろ
う
」
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

天
保
期
か
ら
浦
賀
で
使
わ
れ
た
書
付

の
作
成
に
は
、
名
前
は
わ
か
ら
な
い

が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
オ
ラ
ン

ダ
語
版
の
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
版
が

作
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
か
つ
て
の

ド
ゥ
ー
フ
の
判
断
を
踏
襲
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
付
は
長
崎
と

浦
賀
の
繋
が
り
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。 

（
山
本 

慧
） 

 

＊
無
二
念
打
払
令…

や
っ
て
き
た
異
国
船

は
砲
撃
し
て
追
い
返
す
法
令 

＊
薪
水
給
与
令…

来
航
し
た
異
国
船
に
薪

や
水
な
ど
の
必
要
物
資
を
給
与
し
説
諭

に
よ
り
退
帆
さ
せ
る
法
令 

     

謝 

辞 

『
続
通
信
全
覧
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る

書
簡
の
内
容
は
齋
藤
純
先
生
の
ご
教
授

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

★
参
考
資
料 

 

・
『
開
国
史
研
究
』
第
十
一
号
「
江
戸
湾
海
防 

に
お
け
る
横
文
字
書
付
と
通
詞
」
山
本
慧 

（
横
須
賀
開
国
史
研
究
会
） 

・
『
通
航
一
覧
續
輯
』
第
五
巻 

・
『
新
横
須
賀
市
史
』
資
料
編
近
世
Ⅰ 

・
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
10
近
世
7 

・
『
白
河
市
史
』
第
七
巻
、
近
世
Ⅱ
資
料
編
四 

・
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
三 

・『
続
通
信
全
覧
』
類
輯
之
部 

船
艦
門
第
一
三
九
冊 

 
 
 
 
 
 

 

 

浦
賀
で
の
異
国
船
応
接 

～
横
文
字
書
付
の
こ
と
～ 
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浦
賀
奉
行
所
与
力
の
中
島
三
郎
助
家
に

伝
来
し
た
「
浦
賀
御
役
所
惣
絵
図
」
の
配
置

図
に
は
、
二
箇
所
の
白
洲
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
年
）

か
ら
安
政
四
年(

一
八
五
七
年)
ま
で
使
わ

れ
た
奉
行
所
本
体
の
白
洲
と
附
属
す
る
地

方
役
所
の
小
規
模
な
白
洲
で
す
。 

令
和
元
年
度(

二
〇
一
九
年)

の
確
認
調

査
で
、
本
体
部
分
の
白
洲
の
一
部
と
そ
の

周
辺
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
惣
絵
図
の
間

取
り
等
か
ら
、
裁
許
の
間
と
前
面
の
板
敷

き
部
分
、
そ
し
て
砂
礫
が
敷
か
れ
た
い
わ

ゆ
る
白
洲
部
分
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

                   

   

 

そ
の
付
近
で
発
見
さ
れ
た
礎
石
は
、
径

約
四
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
前
後
の
や
や
扁
平

な
安
山
岩
で
、
白
洲
部
分
に
は
貝
殻
混
じ

り
の
砂
礫
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

白
洲
部
分
の
南
側
に
は
白
い
漆
喰
が
付
着

し
た
桟
瓦
片
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
、
裁

許
の
間
の
礎
石
が
接
し
た
位
置
か
ら
軒
桟

瓦
片
が
出
土
し
ま
し
た
。 

こ
の
瓦
の
瓦
当
部
の
軒
丸
部
分
は
三
つ

巴
文
の
み
で
珠
文
が
な
く
、
軒
平
部
分
は

唐
草
文
で
第
二
唐
草
の
先
端
が
上
向
き
で

終
わ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
戸
遺
跡
（
東

京
都
）
の
近
辺
で
焼
か
れ
た
江
戸
在
地
系

（
江
戸
式
）
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

浦
賀
奉
行
所
跡
で
は
東
海
地
方
産
（
東
海
式
）

の
瓦
も
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は

そ
の
両
者
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
中
三
川 

昇
） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

      

 

Dock Café ③   

 

 

     
 

★
参
考
資
料 

・
「
浦
賀
奉
行
所
〔
役
所
〕
跡
の
試
掘
・
確
認
調
査
」 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

・
『
浦
賀
奉
行
所
開
設
３
０
１
年 
浦
賀
奉
行
所
跡
』 

横
須
賀
市
教
委
２
０
２
１ 

あるいて巡る 

浦賀のお稲荷さん 今
も
浦
賀
ド
ッ
ク
の
渠
頭
に
残
る
銘

板
に
は
、
浦
賀
ド
ッ
ク
の
設
計
担
当
者

で
あ
る
杉
浦
栄
次
郎
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
杉
浦
は
、
横
須
賀
製
鉄
所
で
学
ん

だ
設
計
技
術
者
で
あ
る
。
彼
の
功
績
は

横
須
賀
自
然
人
文
博
物
館
に
近
代
造
船

所
建
築
図
面
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
希
少
性
の
高
さ
に
よ
っ
て
、

市
指
定
重
要
文
化
財
、
日
本
遺
産
・
構
成

文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
通

称
『
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
と
呼
ば
れ
る

こ
の
資
料
は
、
甥
で
あ
る
石
井
穎
一
郎

氏
が
杉
浦
の
遺
品
整
理
時
に
そ
の
希
少

性
に
気
付
き
、
保
存
さ
れ
た
船
渠
関
連

の
史
料
で
あ
る
。 

石
井
氏
は
浦
賀
町
谷
戸
生
ま
れ
。
土

木
工
学
博
士
で
、
日
本
の
電
気
土
木
技

術
者
と
し
て
数
々
の
ダ
ム
建
設
に
関
わ

っ
た
の
ち
に
横
須
賀
に
戻
る
と
、
三
浦

学
苑
の
創
設
者
の
親
類
で
あ
っ
た
髙
橋

孝
二
（
若
松
屋
）
に
頼
ま
れ
て
六
代
目
校

長
に
就
任
し
た
。
そ
の
当
時
建
設
さ
れ

た
校
舎
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
デ
ザ
イ

ン
の
先
駆
者
・
山
口
文
象
に
依
頼
し
建

て
ら
れ
た
日
本
初
の
ヘ
ー
ベ
ル
造
り
で

あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
江
） 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

A ： 1 2 / １ (金 )   

B ： 1 2 / ２ ( 土 )  

時 間：13：30－16：00 

定 員：各抽選 20 名 

参加費：50 円 

    

 

浦
賀
奉
行
所
跡
の
発
掘
調
査
（
そ
の
三
） 

 

ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
時
頃
の
白
洲
跡
と
出
土
遺
物 

 

かつて商業の町として栄えた
浦賀にはたくさんのお稲荷さん
が残されています。東西浦賀の
お稲荷さんを郷土史家山本詔一
先生の案内で巡ります。 

＊ＡＢどちらかを 

お選びください 

＊詳細は、チラシなどでご確認ください＊ 

浦賀コミセン分館歴史講座 

締切り 

11/13(月) 

 


